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　キトラ古墳壁画の彩色及び漆喰の状態調査並びに展示環境の制御とモニタリング方法の調査研
究を行う。また、文化庁が行う高松塚古墳・キトラ古墳の壁画の調査及び保存・活用に関して技
術的に協力する。

　高松塚古墳壁画に関しては、2016（平成 28）年度も修理施設内での害虫等生息調査、浮遊菌・
付着菌量調査、温湿度推移のモニタリングを継続し、安全な保存空間の維持に努めた。 また、
空調制御プロセスの解析を、構築した計測システムによって行った。
　修復作業に関連する調査研究としては、壁画表面のクリーニング方法に関する検討を行った。
特に以前に使用された修理材料が漆喰中に存在する中での汚れの除去方法に焦点を当てて、漆喰
の強度を保ちつつクリーニングを行う方法を検討した。
　キトラ古墳壁画に関しては、取り外した漆喰の再構成が終了し、2016（平成 28）年 8 月に天井・
南壁・西壁、2016（平成 28）年 12 月に北壁・東壁を四神の館に搬送した。再構成にあたっては、
使用する材料の検討とクリーニング方法の検討を行い、適用した。また、搬送に伴う壁画の状態
の確認を行い、四神の館における現在の壁画状態についても継続的に観察を行っている。
　奈良文化財研究所との共同により、高松塚古墳壁画の材料に関する分析調査を継続的に実施し
た。具体的には、テラヘルツ分光分析により、下地を形成している漆喰層の状態の調査を行った。
これらの研究成果をまとめ、学術誌への投稿を行った。また、キトラ古墳の材料に関する調査を
継続的に実施している。
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